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「デカーレ」とはdecarbonization（脱炭素）と
region revitalization（地方創生）の文字をとった造語です

　

矢
板
市
に
本
社
を
置
く
大
手
製
材
業
の

ト
ー
セ
ン
は
、
２
０
２
３
年
に
取
得
し
た

シ
ャ
ー
プ
栃
木
工
場
跡
地
に
大
規
模
な
自

社
工
場
を
整
備
し
、
昨
春
か
ら
操
業
を
始

め
た
。
現
在
は
約
６
割
の
稼
働
な
が
ら
、

製
材
か
ら
加
工
、
燃
料
用
ペ
レ
ッ
ト
の
生

産
ま
で
を
一
貫
し
て
行
い
、
２
年
後
に
は

年
間
12
万
㎥
の
丸
太
を
消
費
す
る
フ
ル
稼

働
を
目
指
す
。

　

「
戦
後
に
植
林
さ
れ
た
杉
、
ヒ
ノ
キ
が

成
熟
期
を
迎
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

皆
伐
・
植
林
が
進
ま
ず
、
材
が
大
径
化
し

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
従
来
外
材
が

多
か
っ
た
横
架
材
（
梁
・
桁
）
を
生
産
す

る
こ
と
で
大
径
材
を
活
用
し
、
更
に
製
材

の
副
産
物
で
あ
る
オ
ガ
を
活
用
し
た
ペ

レ
ッ
ト
を
生
産
す
る
な
ど
、
森
林
資
源
の

循
環
と
フ
ル
活
用
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
ま

す
」
と
強
調
す
る
。

　

昨
年
３
月
、
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
シ
ャ
ト

レ
ー
ゼ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
甲
府
市
）

に
新
工
場
敷
地
の
一
部
、
約
６
㌶
を
譲
渡

し
た
。
北
関
東
の
一
大
生
産
拠
点
に
な
る

と
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
。
「
敷
地
内

に
は
、
15
万
4
千
Ｖ
と
い
う
大
規
模
な
特

別
高
圧
設
備
が
あ
り
、
大
容
量
の
電
力
を

使
用
す
る
事
業
誘
致
に
有
利
で
す
」
と
積

極
的
な
姿
勢
を
見
せ
る
。

　

新
工
場
は
、
脱
炭
素
と
地
方
創
生
を
実

現
す
る
た
め
、
英
語
の
頭
文
字
を
組
み
合

わ
せ
「
デ
カ
ー
レ
矢
板
」
と
命
名
。
「
工

場
を
誘
致
す
る
こ
と
で
雇
用
創
出
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
、
さ
ら
に
大

径
材
の
活
用
と
そ
れ
に
よ
る
皆
伐
・
植
林

の
推
進
、
そ
し
て
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
よ
り
、
脱
炭
素

に
つ
な
が
り
ま
す
。
木
材
乾
燥
に
必
要
な

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１
０
０
％
自
給
し
て
お

り
、
化
石
燃
料
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

ペ
レ
ッ
ト
は
ハ
ウ
ス
農
業
や
温
浴
施
設
な

ど
多
業
種
に
供
給
し
ま
す
」
。
昨
年
に
は

新
工
場
整
備
や
木
材
の
需
要
拡
大
の
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
、
県
経
済
同
友
会
か
ら

24
年
度
優
秀
経
営
者
賞
を
贈
ら
れ
た
。

　

少
子
化
で
住
宅
着
工
数
が
減
少
傾
向
に

あ
り
、
資
材
や
電
気
代
な
ど
コ
ス
ト
高
と

い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
製
材
業
界

だ
が
「
新
工
場
を
安
定
化
さ
せ
、
外
材
よ

り
安
い
、
国
産
の
横
架
材
を
市
場
に
浸
透

さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
前
向
き
に
語
る
。

森
林
資
源
に
よ
る
地
方
創
生
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東泉 清寿 氏
とう せん せい じゅ


